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「実りと成長」②御霊の実(寛容、親切、善意)                   ガラテヤ 5:22-24 

  今年の教会テーマ「実りと成長」にちなんで先週から、ガラテヤ人への手紙より「御霊の実」について

学んでいます。御霊の実は、「愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制」の九つあって、

「愛と喜びと平安」、「寛容と親切と善意」、「誠実と柔和と自制」の三つづつに分けることができます。先

週は「愛、喜び、平安」の三つをとりあげましたので、今週は「寛容、親切、善意」に進みましょう。 

 「愛、喜び、平安」の三つは、私たちと神との関係における「実」でしたが、「寛容、親切、善意」は、

私たちと他の人との関係、つまり人間関係における「実」です。考えてみれば私たちのかかえる問題の多

くは人間関係の問題です。人間関係の問題は、昔も今も、世界のどこの国でも共通しており、私たちが生

きているかぎりつきまとう、人間として避けられない問題ですが、もし、私たちが「寛容、親切、善意」

という実を実らせることができたら、きっと、多くの問題は解決すると思います。今朝は、「寛容」、「親

切」、「善意」のそれぞれを順に学んでみたいと思います。 

１．寛容 

 最初に「寛容」についてですが、この言葉はもとの言葉で「マクロスミア」と言います。「ミクロ」、あ

るいは「マイクロ」というのは小さいことを表わしますが、「マクロ」というと、大きいことを表わしま

す。「ミクロの世界」というと、生物の細胞のしくみを扱ったりする時に使うことばですね。これに対し

て「マクロの世界」という時には極大、大きいことをさし、たとえば「経済をマクロの視点から見ると…」

という時には「世界規模の経済」をさします。今日の寛容（マクロスミア）には「マクロ」という言葉が

入っていて、それは、大きな心、広い心という意味になります。すべての良い人間関係は、大きな心、広

い心で相手を受け入れることから始まるのです。逆に良くない人間関係、こじれる人間関係は狭い心、閉

ざされた心から来るのです。 

 私たちはお互いに、生まれ育った文化や環境によって、多かれ少なかれなんらかの「偏見」先入観を持

っています。良い悪いの問題ではなく誰でもそうなのです。そうした先入観にもとづいた自分だけの考え

方、物の見方だけですべてを判断して、「こういう人は悪い人だ」「こんなことは間違っている」と、他の

人を頭から否定してしまうことがあります。実は、パウロも、もとはそういう人でした。彼は、パリサイ

派というユダヤ教の中でも、最も保守的なグループに属していました。この人たちは他のグループを決し

て受け入れようとはせず、同じユダヤ人でも、律法を守っていない人々を「罪人」と決めつけ、同じ国に

住むサマリヤ人を憎み、ユダヤ人でない人々を人間以下のもの、「犬」と呼んで軽蔑していました。パリ

サイ人たちはイエスを十字架に追いやり、イエスをキリストと信じる人々を迫害しました。パウロは、そ

の迫害の先頭に立っていた人物です。パウロは、かつては、「寛容」のひとかけらも持っていなかったの

です。 

 ところが、神は、そのようなパウロを大きい心、広い心で受けとめ、彼を、キリストを迫害する者から、

キリストを宣べ伝える者へと変えてくださったのです。神はパウロにご自分の大きな寛容を示してくだ

さったのです。パウロはローマ人への手紙の中にこう書いています。「ですから、すべて他人をさばく人

よ。あなたに弁解の余地はありません。あなたは、他人をさばくことによって、自分自身を罪に定めてい

ます。さばくあなたが、それと同じことを行なっているからです。私たちは、そのようなことを行なって

いる人々に下る神のさばきが正しいことを知っています。そのようなことをしている人々をさばきなが

ら、自分で同じことをしている人よ。あなたは、自分は神のさばきを免れるのだとでも思っているのです

か。それとも、神の慈愛があなたを悔い改めに導くことも知らないで、その豊かな慈愛と忍耐と寛容とを

軽んじているのですか。」ローマ 2:1-4 彼は、きっと過去の自分の姿を思い起こしながら、こう書いた

のでしょう。パウロはクリスチャンを罪に定め、迫害していた「他人をさばく人」でした。しかし、そん

な彼も「神の慈愛」によって悔い改めに導かれたのです。ローマ 2:4にある「神の豊かな慈愛と忍耐と寛
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容」は、彼自身が体験したことだったのです。この体験によってパウロは寛容を持つことができ、他のク

リスチャンたちにも寛容を持つようにと勧めることができたのです。 

 パウロだけではありません。神に逆らい続けていたり、神に従うのをためらっていた私たちも、神の寛

容によって、神に受け入れられたのです。私たちが今あるのは、神の寛容、大きな心、広い心のゆえです。

それとも神がこの私を受け入れるべき理由があるというのでしょうか？このことが本当に分かれば、私

たちはおのずと他の人に寛容になれるのです。相手が、私たちとの間に線を引いたからといって、私たち

も線を引く、相手が背を向けたから私たちも背を向けるというのでは、人間関係の問題は解決しません。

神からいただく寛容で相手を包み込むことができたなら、私たちは良い人間関係を作り上げていくこと

ができるでしょう。「寛容」という漢字は、「広いいれもの」と書きますが、聖霊によって、そのような寛

容の実を結ばせていただきましょう。 

２．親切 

 次に「親切」という言葉ですが、一般には「困っている人を助けてあげる」というような意味で使われ

ます。しかし、聖書では、別の意味で使われています。これは、先ほど引用したローマ 2:4では「慈愛」

と訳されており、他の箇所では「いつくしみ」とも訳されています。マタイの福音書 11:28-30に「すべ

て、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげ

ます。わたしは心優しく、へりくだっているから、あなたがたもわたしのくびきを負って、わたしから学

びなさい。そうすればたましいに安らぎが来ます。わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いから

です。」とのイエスのことばがありますが、この中で「わたしのくびきは負いやすい」の「負いやすい」

というところに「親切」という言葉が使われています。この場合は「難しい」の反対の「やさしい」とい

う意味になります。イエス様は私に従うとより生きてゆくのが辛くなるとはおっしゃいませんでした。つ

まり、「親切」というのは、誰もが利用することができるもの、最近のことばで言えばユーザーフレンド

リー（使う人の立場に立っている）ということです。単に心優しい人ということではないのです。 

 私たちも「親切」ということを考える時、「私は、他の人にとって近づきやすい存在だろうか。ちょっ

と間違った扱い方をされただけで、相手を責めたり、背を向けてしまう難しい人間でないだろうか。」と

考えてみる必要があります。 

 私たちが何かをする時や何かを語る時には、三つのことを考えてみると良いと、よく言われます。まず

は、「それは正しいか」「それは真実か」ということです。間違ったことをすれば、それは犯罪になります

し、本当でないことを言えば、それは嘘になってしまいます。子どもを叱る時、「あんたはいつも悪いこ

とばかりして…」と言うことがありますが、これは本当とは思えません。子どもは朝から晩まで悪いこと

ばかりしているわけではありません。良いことだってしているわけですから、正しく子どもを見て、正し

いものの言い方をしなければなりません。 

 次は、「それは適切か」「それは必要か」ということです。たとえそれが正しいことであっても、本当の

ことであっても、今、この場で、口に出す必要のないこと、口にしてはいけないこともあるのです。夫婦

や親子、友人同士、信仰の仲間など、親しい間がらであっても、いつでも何でも思ったとおりのことを口

にしていいわけではありません。言わなくてもいいことが、案外多くあるものです。それを言ってしまっ

たために、人間関係がこじれてしまうことは、良くあることです。「それは本当か」ばかりでなく、「それ

は必要か」ということも心に留めたいものですね。 

 最後に「それは本当か」「それは必要か」だけでなく、「それは親切か」ということも考える必要があり

ます。同じことを言うにも、優しく、分かりやすく言ったほうが相手に「親切」です。聖書は「あなたが

たのことばが、いつも親切で、塩味のきいたものであるようにしなさい。」コロサイ 4:6と教えています。

態度や行ない、ことばに、暖かさ、優しさ、分かりやすさ、心遣いという、「親切」が伴うよう祈り求め
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ていきましょう。 

３．善意 

 最後に、「善意」ですが、聖書で使われている「善意」は、たんに慈善の心を持つということではあり

ません。「真実を求める切実な思い」という意味です。聖書が教える「寛容」は真理が曲げられても平気

な顔をしていることではありませんし、「親切」も、それによって人々の罪を助長するようなものではあ

りません。寛容も親切も「真実を求める切実な思い」という意味での「善意」に支えられてはじめて、ほ

んとうの寛容や親切になるのです。ある聖書学者は、「善意」という言葉の意味は、イエス様が神殿で商

売をしている人たちを追い出した、あの神の家を思う熱心の中に見ることができると言っています。つま

り義憤ですね。真実なる神様を思うあまり出てきた怒りです。エペソ 5:9には「光の結ぶ実は、あらゆる

善意と正義と真実なのです。」とあって、「善意」と「正義」と「真実」とが組み合わせられています。ま

た、ローマ 15:14には「私の兄弟たちよ。あなたがた自身が善意にあふれ、すべての知恵に満たされ、ま

た互いに訓戒し合うことができることを、この私は確信しています。」と言っています。本当の寛容は善

も悪もごちゃ混ぜにすることではなく、ひたすらに善いものを求めていくことの中にあり、また、本当の

親切は、間違ったことをそのままにしておくことではなく、それを「互いに訓戒しあって」正していくこ

とにあるのです。 

 先週のメッセージで、「御霊の実を損なおうとするものに、律法主義と『肉』とがある」と話しました。

律法主義とは、規則や伝統のうわべだけを守っていれば中身はどうでもよいとするものなのですが、それ

は、御霊の実に反するものです。御霊の実である「善意」は、私たちに内面の真実を求めさせるからです。

聖書の人間関係についての教えは、人との関係でうまく立ち回わることができるためのものではありま

せん。どのような律法、法律、規則、とりきめ、あるいは道徳や格言も、つきつめていけば、私たちの内

側に「愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制」を求めているのです。そして、その要求

を満たすものは、御霊の実以外にありません。私たちは御霊の実によってはじめて、律法の求めるものを

満たし、うわべだけをとりつくろうことや、みせかけだけの生活などから解放されるのです。 

 また、御霊の実は、人間の生まれつきの罪深い性質である「肉」に打ち勝つ、ただひとつの方法です。

「キリスト・イエスにつく者は、自分の肉を、さまざまの情欲や欲望とともに、十字架につけてしまった

のです。」（24 節）とあるように、イエス・キリストの十字架を信じる信仰によって、私たちは「肉」か

ら解放され、「御霊の実」を結ぶことができるのです。「善意」という御霊の実によって、私たちは、聖書

の真理に基づいた正しい人間関係を築き上げていくことができるのです。 

 「愛、喜び、平安」が、神のご性質であり、神から私たちに与えられたものであるように、寛容、親切、

善意も、神のご性質です。神は寛容であり、神は親切なお方であり、神は善意に満ちたお方です。私たち

は、神を信じることによって、神のご性質である寛容、親切、善意をいただくのです。神に従うことによ

ってそれらを育てていくのです。御霊の実を、たんに道徳的に自分のものにしようとするなら、寛容も親

切も善意も、手の届かないものになってしまいます。しかし、神を信じる者は、それが聖霊とともに、私

たちに与えられていることを発見するのです。それは、私たちの心に命の種として植えられています。命

あるものは必ず、芽を出し、花を咲かせ、実を実らせます。聖霊の力に信頼し、それを大きく育てていき

ましょう。 

 

 

 

 

 


